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【オーラルセッションⅣ】  「その他」 

「日本流の人と犬との暮らし方」 

中塚 圭子 氏 
環境人間学博士人とペットの共生環境研究所  

 

〇笹井 それでは、引き続きまして、次の演題に

移らせていただきます。次は、「日本流の人と

犬との暮らし方」ということで、中塚先生にま

ずお話ししていただきまして、あと、共同の演

者の先生が牧田先生、大畑先生、石田先生、吉

田先生、湯木先生という名前が書かれてあるん

ですが、その中で４人の先生が交代でプレゼン

テーションしていただくということで、中塚先

生は私が紹介させていただいて、後はバトンタ

ッチで発表者が移られるということでお願い

いたします。では、よろしくお願いいたします。 

 

○中塚 それでは、「日本流の人と犬との暮らし

方」を、人とペットの共生環境研究所の研究成

果として発表いたします。私は所長の中塚圭子

でございます。よろしくお願いいたします。[ス

ライド1] 

  ここ数年来ペットブームも定着し、熱心に犬

と関わる人も増えてきています。その一方で、

取り立ててしつけ教室に通うわけでもないの

に、普段の暮らしの中で飼い犬といい関係を築

いている人がいることも事実です。なぜそのよ

うな関係が築けるのでしょうか。現在普及して

いる犬のしつけは欧米から導入されたものが

主であり、日本では犬文化が醸成されていない

というのが定説でした。また、人間と動物との

関係が欧米的な管理するものとされるものと

いう画一的なものに留まってい感も否めませ

ん。しかし、犬に関わる問題を解決しようとす

ると、これまでは獣医学や動物行動学中心のい

わゆる「科学的なしつけ」が中心でした。私は

ドッグトレーニングのインストラクターもや

っているのですが、しつけ教室では科学的なし

つけが一番主流になっております。つまり、コ

マンドを出す、それに犬が従って動作ができ上

がるという形です。[スライド2] 

  なかなか、それではうまく暮らしていくこと

ができないという人がしつけ方教室にやって

きます。しつけ教室は、「しつけ」という言葉

ではなく「暮らし方」に変えていくという転換

期に来ているのではないかということから、今

回の研究が始まりました。 

  研究の目的は、現在、日本において犬と人と

の良好な関係性を導くものはどういった方向

があるのか、どういったものがあるのかを調査

し、明らかにしていきます。[スライド3] 

本発表では、犬に関わる問題を解決するため

に行われた、フレンチブルという犬種に焦点を

当てた「フレブルユルユル教室」、フレンチブ

ルと言うのは、最近人気犬種なのですが、喧嘩

っ早くて、頑固。その、犬とどう暮らしていく

のかについて発表します。 

次に、姫路市動物管理センターで行われた、

「怖がり犬との暮らし方教室」、昨今の殺処分

ゼロで浮かび上がってきた、人とうまく生活で

きない野犬の譲渡ゆえに出てきた動物管理セン

ターならではの問題なのであります。 

最後に、但馬地方地域の特色を生かした関わ

り方、 但馬で出会った「猟師と猟犬梅ちゃん

との暮らし方」について、調査いたしました。 



 

2 

 

 これら３つの調査結果を、飼い主と犬を取り

巻く環境や地域社会の在り方を研究するといっ

た環境人間学的立場から考察することにより、

日本の暮らしや日本人の動物観に合った共生環

境を導き出したいと考えます。[スライド 4] 

 それでは、フレブル教室からお願いいたします。 

 

○牧田 それでは私から、フレンチブルドッグを

集めたユルユルフレブル教室についてお話し

をさせていただきます。[スライド5] 

  ５年前には人気犬種、……ランキングの10位

圏外だったフレンチブルドッグが、2011年から

2014年にかけて10位以内にランクインされ続

けています。今では、街のあちこちでフレンチ

ブルドッグを見ることが多くなりました。去年、

とある飼い主さんからこんなことを聞いたん

です。うちの子は落ちつきがなくて、一般のし

つけ教室でほかの飼い主さんに迷惑をかけて

しまうのではないかという御相談をいただき

ました。このことを聞いたことをきっかけに、

フレンチブルドッグのためのユルユル教室を

スタートさせました。[スライド6] 

  フレンチブルドッグは、もともと闘犬だった

ブルドッグを愛玩犬に改良した犬です。このワ

ンちゃんの特徴は、テンションの高い独特な行

動、ほかのワンちゃんからは読みづらいボディ

ーランゲージです。このボディーランゲージか

ら、ほかの犬から警戒されたり、避けられたり

する傾向にあります。飼い主さんもそういった

経験をたくさん重ねてこられますので、「どう

せうちはフレンチだから…」と、うちの子に関

してのしつけの諦めの感情を持っておられる

ことが多いです。[スライド7] 

  なぜフレンチブルドッグがほかの犬から嫌

われやすいのかをテーマにお伝えをするフレ

ンチブルドッグの教室を開催し、また、この教

室の中でサブテーマとして「しつけをする」と

いう内容で教室を行う取り組みを去年の秋か

ら開催しました。それがユルユルフレブル教室

です。[スライド8] 

  この少し砕けたタイトルからも、飼い主さん

も緊張せずに参加ができるという感じを出し、

気軽に参加する工夫をさせていただきました。

教室では、普通のお教室とは違い、他犬から目

をそらす、または他犬との接触を避ける工夫を

することで、フレンチブルドッグの飼い主さん

にどういうふうにほかのワンちゃんとかかわ

っていったらいいのかをメインにお話をしま

す。そのお話をしているときに、「あっ、だか

らうちのワンちゃんはほえられるんだ」とか、

「だからうちの子は嫌われるんだ」とか、私が

フレンチブルドッグのこういう特徴の話をし

ていると、「ああ、うちもあるある！」みたい

な声を上げてくださる方もいらっしゃいます。

[スライド9] 

  講義の後は簡単なしつけをするんですが、従

来のしつけ、いわゆる訓練競技会で行われてい

るようなしつけの定義ではなくて、お座り、待

て、おいでという生活に必要な最低限のしつけ

をしています。右側に、ゴールデンレトリーバ

ーがきちんとお座りをしている図があるので

すが、左側にはフレンチブルドッグ特有のいわ

ゆるフレブル座りという、飼い主さんが愛情を

込めて呼ばれる呼び方があります。教室ではち

ょっと足を崩したようなこのお座りでもオー

ケーという定義にしています。一般の訓練の競

技会ではちゃんと４本足できちっと座らない

といけないですが、そういったことは細かく指

示はしないです。それでもオーケーというよう

な、しつけの内容を緩くしております。[スライド

10] 

  この教室の結果として、「どうしてうちの子

が嫌われるのかわかった」ということと、あと、

うちの子のことを理解することもそうなんで

すが、「他のワンちゃんのボディーランゲージ

を学ぶことも大事だ」ということを感じていた
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だけ、また、「フレンチと以前は暮らしにくか

った」、「ほえられたりするから、ちょっと避け

て散歩しなきゃいけない」というのが、この教

室に参加することによって、フレンチブルドッ

グというワンちゃんの性質を認めて、一緒に暮

らすのが楽しくなったと飼い主さんからのお

喜びの声もいただくようになりました。[スライド

11] 

  日本では犬種の流行があります。今回のこの

フレンチブルドッグの教室案もそうなのです

が、急激に人気が出てきて、20年ぐらいには、

友人が実際に白のフレンチブルドッグを連れ

て散歩していた時に、子供さんが「あっ、豚ち

ゃん連れて歩いてる」とおっしゃったそうなん

です。今は小さいお子さんでも、「あっ、フレ

ンチブルドッグ」とわかるぐらい犬種の認知が

されるようになってきました。今後もまた、も

しかしたらこういう犬種の流行が出て来た時

に、「すべての犬種は訓練競技会で行うような

きちんとしたしつけをする」という一定の考え

ではなくて、その犬種に応じた、飼い主さんと

の暮らしに応じたしつけの仕方をしていくこ

とが、今後、人と犬が暮らしやすくなるような

ヒントになるんじゃないかなと、今回の私の取

り組みで感じました。 

  以上、私から発表を終了いたします。 

 

○大畑 性格別のかかわり方です。憶病な犬を集

めた「怖がり犬との暮らし方教室」を発表しま

す。大畑奈緒美と申します。よろしくお願いい

たします。始めに、私はＪＡＨＡ認定、犬のし

つけのインストラクターをしております。また

愛護推進員もしております。[スライド12] 

  姫路市では、開業獣医師会、動物愛護協会主

催のしつけ方教室を動物管理センターで開催

し、12年前より担当しております。その間、１

歳までの犬を対象としたジュニアクラス、譲渡

犬を対象としたフォローアップ教室を開催し

ておりました。2014年６月より、飼い主、犬の

高齢化、犬種登録の変化な犬を取り巻く環境に

対応し 号令を教え、互いが頑張るしつけ方教

室ではなく、しつけ方教室という名前ではあり

ますが、飼い主の困っていることに細かく対応

した12項目から選べる個々の暮らし方教室を

始めました。例えば和犬限定、老犬限定、高齢

者の飼い主さんが対象のクラスなどです。[スラ

イド13] 

  今回は、怖がり犬限定のクラスの報告をさせ

て頂きます。参加者はＣちゃん、Ｄちゃん、Ｇ

ちゃんの３家族でした。Ｃちゃん、Ｄちゃんは

雑種の譲渡犬です。Ｇちゃんはバーニーズです。 

  レッスン１項目は、怖がり犬の性格を共有す

るために事前アンケートをし「うちの子あるあ

る」で当てはまる物に挙手してもらいました。

結果は、犬が怖がっているものは家から離れる

事 その他でした。飼い主が気にしている事は、

散歩中に怖がっている時の対処法が知りたい。

散歩が中心なので楽しそうに歩いてほしい。散

歩が犬のためになっているのか、ストレスがか

かっているのでは。辛そうなのを少しでも楽に

してやりたい等の愛犬の心情を救いたいとの

事でした。これらを発表することにより、皆さ

んに共通の意識効果が見られました。[スライド14] 

  ２項目は、怖がりを治す犬とのとレッスンで

す。１、飼い主が自信を取り戻すことを伝える。

２つ目は、怖くない環境でまず慣せる事を知る。

３、怖いものがあった時の対処する方法を実践

するため、皆で敷地内を３周回る散歩をしまし

た。 

  内容は、１、犬に無理をさせない。特に、お

座りの号令はかけない事でストレスを軽減さ

せる２、怖くて逃げ出しそうな時は飼い主が、

「あらあら大丈夫よ」と声をかけ一緒にうろた

えない事。３、怖がっている犬にばかり集中せ

ずに、参加者同士で話しかけながら歩くことを

実践してみると、その結果１周目は、初めての
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所でびくびくしていた3頭も３周目では話しな

がらのんびり歩けるようになりました。 

  最後はコスプレ記念撮影をしました。Ｄちゃ

んのお母さんは「こんなかわいいと言ったのは

初めてやわ」など、犬達もリラックスした様子

で楽しく終了できました。[スライド15] 

  その後の教室で、Ｃちゃんのお母さんが犬の

様子を御報告くださいました。「当日来るとき

は怖がって歩けず、私も気が滅入っていたのに、

会場から帰る時には楽しそうに歩いて帰りま

した。私も胸を張って歩いてみました。現在は

楽しそうに歩くことが増えました。これもこの

子の個性だからと、安心しおります。」とのこ

とです[スライド16] 

  最後に、現在のしつけ方教室では、号令をか

けるタイミングや、フードで気をそらす方法、

克服できない刺激をずっと繰り返す方法がと

られておりました。それよりも、同じ悩みを持

つ飼い主さん同士が集まり、犬の良いところを

見つける方がとても効果的で、飼い主が自信を

持つことで犬の怖がりが軽減するという事が

わかりました。 

  以上です。 

 

○ 石田 次に、但馬で見つけた人と犬との共生

の風景についてお話ししたいと思います。石田

美樹と申します。よろしくお願いします。 

  すてきな風景でしょう。これはテンプレート

でも何でもなくて、私が実際に撮った写真です。

私はこのようなすばらしい景色に囲まれた兵

庫県北部但馬地方で、数年前から週の半分を過

ごしています。但馬には都会にないすばらしい

風景がたくさんあります。本発表では、その中

で見つけた人と犬との豊かな共生の形の１つ

を皆様に御紹介したいと思います。[スライド17]  

  但馬地方は兵庫県北部のこのあたりの呼び

名です。私が出会ったうめちゃんは、豊岡市竹

野町に住む猟犬です。猟犬の役割は、ハンター

と共に山に入り、鹿やイノシシの臭いをかぎ分

け、見つけ出し、追い立てることです。その猟

に５カ月でデビューしたうめちゃん。両親が猟

犬とはいえ、もちろん最初からはうまくはいき

ません。でも、無理やり人が教えるよりも、犬

の学習するペースを大事にし、仲間の犬と一緒

に行動させている方が自然に上達していった

そうです。合図に使う笛の音も、経験を重ねる

うちにちゃんと御主人の音を聞き分けるよう

になりました。うめちゃんはもうすぐ２歳。今、

飼い主のKさんと共に、豊岡市猟友会鹿専任班

として活躍されています。[スライド18]  

  飼い主のKさんは大阪から帰ってきて９年に

なりますが、鉄砲による猟歴はまだ４年。鉄砲

を持つまでは、何と犬を飼ったことがなかった

そうです。先輩猟師から譲り受けた５歳のベテ

ラン犬と初めて猟に入った時、ものの30分もし

ないうちにイノシシを見つけてきて、「犬とは

何てすごいんだ!」と感動した瞬間を、今でも

忘れられないそうです。[スライド19・20・21] 

  子犬から育てるのはうめちゃんが初めてで

したが、こうして立派な猟犬に育てられたのは、

猟仲間みんなで犬の成長を見ていることがと

ても大きいとKさんは言います。しつけに関し

ても仲間の目が一番厳しいからね！と、笑って

いらっしゃいました。この地域のハンターたち

は、「猟犬といえども他の人や犬に対して決し

て攻撃的でないことが大切」と考えています。

なので、心豊かな犬に育つ様、子犬のときから

多くの人に会わせたり、他の犬と行動させたり

するということも、仲間みんなでかかわってい

るそうです。[スライド22] 

  私は、これらのような話はしつけ教室で体験

しました。それを地域の中で取り組んでらっし

ゃることに、私はとても感動しました。 

 また、ハンターが高齢になって狩りを引退す

るときは、まだ犬が仕事を続けられるように、

仲間同士で犬の里親を見つけることもあるそ
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うです。もちろん犬が引退した場合も処分など

せず、どのように家で余生を過ごしているか、

仲間はみんな知っています。犬たちの暮らしそ

のものを大切に考える仲間のつながり。「猟師

が鉄砲と犬に対して責任を持つのは当然です」

とKさんは言葉を強くしておっしゃいました。

[スライド23] 

  これらの話から、犬たちは個人の犬というわ

けでなく、地域の犬と認識され、生まれてから

生涯を全うするまで地域全体で見守られてい

ることがわかりました。そこから見えてきたも

のは、大きな規則とかマナーとかではなく、人

同士のかかわりとその地域の暮らしのスタイ

ルから生まれた小さなローカルルールが、人と

犬との暮らしを大きくつなげているのだとい

う事でした。[スライド25] 

  民俗学者の柳田國男は「美しき村」という著

書の中で、「村は住む人のほんのわずかな気持

ちから美しくもまずくもなるものだ」と書いて

います。まさに私は、この豊岡市の猟犬たちの

暮らしから、その心遣いが美しい共生の風景に

たどり着く原点なのではないかと実感したの

であります。 

 雄大な自然の中で、思う存分自分の力を発揮

しながらたくましく生きる犬達。そしてその力

を尊重し、育む人々。強さと温かさを感じたす

ばらしい風景でした。私はこのようなすばらし

い但馬の風景をこれからもいっぱい感じなが

ら、自分の犬達とも温かく暮らしを育んでいき

たいと思いました。 

 

○中塚 全部をまとめてみますと、このようにな

ります。[スライド26] 

 犬種の特徴を捉えるということでは、愛犬の

犬種の特徴を捉えることにより、愛犬の性格を

理解すすることができました。また、それが飼

い主の安心感につながっておりました。また、

犬種間で起こるトラブルには、犬種の特徴を生

かした回避の方法を知ることができました。 

  性格に焦点を当てることで、同じ悩みを持つ

飼い主が集まることで似たような性格の存在

を知ることができました。それは、飼い主の安

心感につながり、ひいては犬が落ち着くことに

繋がっていきました。 

  地域の特徴を捉えることでは、但馬地方の猟

犬の皆さんには、「地域の犬」という感覚が存

在していることが分かりました。犬は、仲間の

人や猟犬が全員で子犬を育て、終生面倒を見て

おります。また、独自のローカルルールがマナ

ー向上にもつながっておりました。 

  つまり、それが全部飼い主さんの安心感につ

ながり、そのことにより犬の心が安定し、そし

て問題が解決するという考え方を、しつけ方教

室、いわゆる飼い方教室の中に取り入れること

を提案いたします。 

  結論です。つまり、１）飼い主は、共通項を

持った人がつながることで悩みや不安が解消

すること２）犬の性格は人間が矯正することは

できない場面もあると認めることが、かえって

飼い主の自信や安心感につながること３）犬は、

犬の個性を尊重し、あるがままの姿が生かされ

ることで、人と共生してゆけると考えられるこ

と、４）犬種、性格、地域の特色といった、多

方面からの取り組みをすることにより、人と犬

との関係性は親密になることができると推察

されます。以上4点を捉えることができました。 

  すなわち、犬は犬の個性を尊重し、あるがま

まの姿が生かされるそのときに、人と共生して

いける。あるがままの姿を削って人と一緒に共

生するのではなくて、それを生かしつつ共生し

ていくことがこれからの共生のあり方ではな

いかと結論づけました。 

  そうかといっても、管理をしないわけじゃな

いのです。先ほどのユルユルフレブル教室の中

でも、基本的な号令とか形などは教えるのです

が、それのみならず犬種や性格、地域の特色と
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いった多方面の取り組みをすること、これが日

本流だと私たちは考えております。つまり、日

本人というのは、こちらの文化をパクッ、あち

らの文化をパクッ、パクッと食べながら、しか

も自分たちの文化はそのまま温存してグロー

バル化し、その時代の流れの変化に対応してき

ました。日本に入ってきた文化に加え、自分た

ちの昔ながらの文化を再確認してもう一回そ

れを認めてみようということだと思うのです。

[スライド27] 

  以上で発表を終わります。御静聴ありがとう

ございました。人とペットの共生環境研究所で

は、今後もこのようなより良い共生場面や共生

空間の発掘、古来からあった日本流の暮らし方

の再評価を行う所存でございます。[スライド28] 

 

○笹井 どうもありがとうございました。きょう

は多岐にわたる発表だったんですが、ここの学

会のテーマは、阪神・淡路大震災から20年たっ

て、人と動物のかかわりをということで、その

中で犬という動物を通して、いろんな性格があ

ったり、飼い主の方にもいろんなキャラクター

があって、その中でどうやってうまく世間を渡

っていくのかのさまざまな例を挙げていただ

いたということになると思います。 

  まずは、フロアから何か御意見とか御質問等

ありましたら、いかがでしょうか。よろしいで

しょうか。では、私なんですが、まず１つ目の

フレンチブルドッグのユルユルですが、そうい

う発想に至った一番の根本的な思いは、大体発

表の中で言っていただいたんですが、ワンポイ

ントでここやというのは、いろんな犬種で多分

いろんなことがあると思うんですけれども。 

 

○牧田 私の知人が、フレンチブルドッグのグッ

ズを扱うオーナーズショップをやってるんで

すが、そこに来られる飼い主さんの多くがフレ

ンチとか鼻ぺちゃのワンちゃんが多くて、そう

いった犬種がこの犬種の特徴で、ほかの犬種と

はボディーランゲージをとりにくいのもあり、

飼い主さんが言うことが、一般的なしつけ教室

には行くんですけれども、やっぱり自分の犬が

ガウーといってしまったりとかトラブルの対

象になるので、通ってはいるんですけど、やめ

ざるを得ない。何か雰囲気的に、あの子ねみた

いな感じで、いつまでたっても自分の犬が進歩

しないということで気持ちが沈んでいってし

まう。そういう声が多かったので、じゃあ、そ

の子たちのためにということでお教室をつく

ることにしました。 

 

○笹井 よくわかりました。いろんな犬種にいろ

んな特徴がある中で、やっぱり一番問題が多い

ところということで取り組まれたという。あり

がとうございました。 

  次は、憶病な性格を選ばれたというのは何か。 

 

○大畑 憶病な犬は、先ほど牧田さんがおっしゃ

いましたが、お座りとか伏せとかいう次元の問

題ではないんです。基本的にずっとしっぽが中

に入っている、びくびくして動かないというと

ころなので、でも、通常のしつけで直るのでは

ないかと皆さん期待されるんです。すぐ直るの

ではないかと期待されるので、時間がかかった

り、違う方向からもあるよというのを飼い主さ

んに理解してもらうために、ワンちゃんにとい

うよりは飼い主さんに理解してもらうために

始めました。 

 

○笹井 なるほど。なかなか直らない、その悩み

を持ってる人がたくさんおれば、うちの子も直

れへんねやということで共感が持てる、極端に

言うとそういう。なるほど、わかりました。 

  最後は猟犬のお話だったんですが、猟犬のお

話は、日本の中でずっとはぐくまれている、人

間のために働いてくれている動物の代表例で
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何百年も残っている。そこで特徴的なこととい

うのは、今、地域の犬というのは、これは但馬

地方だからそうなんでしょうか。それとも、ほ

かのところに行ってもそうなるんでしょうか。 

 

○石田 私は今回の猟犬の話は但馬で伺ってき

たので、他の地域も一緒かどうかと聞かれると

ちょっとわかりません。他県で猟犬の話を聞い

た時は、人には合わせられないとか、人も襲っ

てしまう犬も居るので他人とは接触させない

という話も聞いたことがありますので、やはり

この温かさと穏やかさ、繋がりを大切にしよう

という特色は、但馬地方のカラーではないかな

と私は感じました。 

 

○笹井 ありがとうございます。景色も非常にき

れいで、豊かな心を持った方が多い、どこもそ

うなんだと思いますが。しつけということで、

ここのテーマの１つでもあるんですが、これか

らは災害が起こったときにしつけができてな

い動物は、幾ら飼い主の方が一緒にいたいと言

っても一緒にいられないですね。 

  ですからそういうところを、ここに来られて

る方には釈迦に説法だと思いますが、一般に動

物を飼われてる方が、本当に災害が起こったと

きにほかの動物といられることが最低限の条

件になると。お互いさまで、当然ちょっとぐら

いのことだったら許してもらえるんですが、災

害時は人も動物も究極のところに至っていま

すので、人も犬も動物もできるだけ自分のこと

は自分でできるようにということであると思

います。 

 きょうのこのテーマはそこに非常に根差して、

いろんな性格の子がいて、いろんな犬種がいて、

いろんな地域の方がいて、その中でもいつ災害

が起こるかわからない。日本の地面の上に住ん

でいる人間が考えなければいけないことを提

案していただいたかもなと思います。 

  何か、ほかにフロアで、私ばっかりしゃべっ

てるんですが、いかがでしょうか。よろしいで

しょうか。そうしたら、ありがとうございまし

た。また機会がありましたら、次のようなこと

でお願いいたします。 
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